
    希望湖希望湖希望湖希望湖    

        徒歩徒歩徒歩徒歩    （３０分（３０分（３０分（３０分 1.41.41.41.4Ｋｍ）Ｋｍ）Ｋｍ）Ｋｍ）        

毛無山（毛無山（毛無山（毛無山（1.0221.0221.0221.022ｍ）ｍ）ｍ）ｍ）    

        昼食（昼食（昼食（昼食（12121212：：：：00000000～～～～12121212：：：：45454545））））    

        徒歩徒歩徒歩徒歩    ((((３０分３０分３０分３０分))))））））    

涌井新池涌井新池涌井新池涌井新池    

            徒歩徒歩徒歩徒歩    ((((５０分５０分５０分５０分    3.63.63.63.6km)km)km)km)    

涌井バス停涌井バス停涌井バス停涌井バス停        （（（（14141414：：：：30303030～～～～14141414：：：：50505050））））    

    ↓↓↓↓    

戸狩温泉戸狩温泉戸狩温泉戸狩温泉／／／／暁の湯暁の湯暁の湯暁の湯    

入浴・休憩入浴・休憩入浴・休憩入浴・休憩        (15:20(15:20(15:20(15:20～～～～16:30)16:30)16:30)16:30)    

    ↓↓↓↓    

富倉峠富倉峠富倉峠富倉峠    

    ↓↓↓↓    

道の駅あらい道の駅あらい道の駅あらい道の駅あらい    

    ↓↓↓↓            （（（（17171717；；；；30303030））））    

上越高田インター駐車場上越高田インター駐車場上越高田インター駐車場上越高田インター駐車場    

    ↓↓↓↓            （（（（17171717；；；；50505050））））    

頸城自動車バスセンター到着頸城自動車バスセンター到着頸城自動車バスセンター到着頸城自動車バスセンター到着    

平成２９年４月１８日 

 

“信越トレール トレッキング” 
      （第２セクション 赤池～涌井） 

信越トレール第２セクションの概要 

 赤池から国道２９２号線涌井集落に至るコース。 

 赤池は、小高い丘を越え、ブナ林を歩く。沼の原湿原は、雪解け

後、ミズバショウやリュウキンカをはじめ多くの花が咲き誇る。 

 希望湖までの間、再び小高い丘の上からは斑尾山や袴岳、天気が

良ければ妙高山を一望できる。 

 希望湖から毛無山頂までは緩やかな登りが約３０分続く。山頂か

ら続くサブトレイルに入り展望台へ行くと飯山方面に向かって展望

が広がり、昼食をとるにはおすすめ。 

 毛無山から涌井新地まではカラマツの森を下り、涌井新地からは

農道を歩く。途中冷たい清水がわく場所がある 

 

 

＊山行日時 ５月１４日（日） 

＊参加費  ７，５００円 

    （参加人数によって参加費は増減します） 

＊前納金  ３，０００円 

＊募集人数 ４０人 

＊申込み（振込み）期限 ５月５日（金） 

《返金期限／５月１０日（水） ＰＭ ８：００ 》 

・振込先 金子ヒデ子  

  振込番号 00590－3－102922 （ゆうちょ銀行） 

  バス乗車地を必ず記入して下さい 

  バス乗車地は３ヵ所とも、駐車可能です。 

 

＊その他 

・難易度（初級） 

・携行品 昼食、嗜好品、雨具、入浴道具その他 

・参考タイム・・・・・約５時間 

  最高標高・・・・・・1,022ｍ 

  歩行距離・・・・・・10.7ｋｍ 

  標高差・・・・・・・・459ｍ 

楽しい登山・ハイキングのなかま楽しい登山・ハイキングのなかま楽しい登山・ハイキングのなかま楽しい登山・ハイキングのなかま 

 遊 歩 会 だより 第２号 

５月１４日（日）５月１４日（日）５月１４日（日）５月１４日（日）    

頸城自動車バスセンター集合頸城自動車バスセンター集合頸城自動車バスセンター集合頸城自動車バスセンター集合    

↓↓↓↓    7777；；；；10101010 集合、集合、集合、集合、7777；；；；30303030 出発出発出発出発    

上越高田上越高田上越高田上越高田 ICICICIC 駐車場駐車場駐車場駐車場    7777；；；；50505050    

    ↓↓↓↓    

道の駅あらい道の駅あらい道の駅あらい道の駅あらい    8888；；；；10101010    

    ↓↓↓↓    

妙高高原妙高高原妙高高原妙高高原    

    ↓↓↓↓    

信濃町信濃町信濃町信濃町    

    ↓↓↓↓    

万坂峠万坂峠万坂峠万坂峠    

    ↓↓↓↓    

赤池赤池赤池赤池        9999；；；；10101010～～～～9999；；；；30303030    

        （４５分（４５分（４５分（４５分    1.81.81.81.8Ｋｍ）Ｋｍ）Ｋｍ）Ｋｍ）    

沼の原湿原沼の原湿原沼の原湿原沼の原湿原    徒歩徒歩徒歩徒歩    

        （３５分（３５分（３５分（３５分    3.3.3.3.6666Ｋｍ）Ｋｍ）Ｋｍ）Ｋｍ）    

希望湖希望湖希望湖希望湖 

バス予定時間及び参考コースタイム 

お知らせ 

１．遊歩会だより第３号の発送当番は３班です。 

日時  ５月１９日（金） 午後７時から 

場所  土橋 市民プラザ 

       ２階／市民活動室 

 

 

２．今回の信越トレール（セクッション２）の参加申し込みを

キャンセルした方は、申し込み金をお返ししますので、５月１

９日午後７時～８時の間に“市民プラザ２階／市民活動室”ま

で、取りに来て下さるようお願いします。 



 

 

【栃木の雪崩事故を考える】 

 ３月２７日に、栃木県那須町のスキー場で起きた雪崩事故。８人もの尊い命が奪われ

ました。自然を愛し、山に登るものとして、他山の石としなければならないと思いま

す。 

 遊歩会ではこれまで、大きな事故は起きていませんが、そこにつながりかねない小さ

な事故は起きています。年齢を重ねるごとに、より慎重な行動が求められるのだと思い

ます。 

 

 この事故、右の新聞記事にあるように「登山ではなく講習会」で起きたということ

に、私は注目しました。実際にやっていたことは登山そのものなのに、何で講習会なん

だろうと。ここに「甘い危機管理」につながるものが潜んでいるように思えたのです。 

 他の新聞記事などによると、文部科学省は毎年「高校生以下は、原則冬山登山は禁

止」という通知を出しているのだそうです。「講習会」というのは、原則禁止の冬山登

山をやるための方便だったのではないか。そんなふうに思えてなりません。 

 禁止されていることをやるのだから、当然、登山届は出さないでしょう。永年そんな

ことをやっていれば、危機管理もどんどん甘くなっていくでしょう。「悪慣れ」です。 

 これを機に「規制強化」が打ち出されることでしょう。しかし、規制を強化すれば事故が防げれるのか。他に方法はないのか。もっと

もっと考えなければならないことがたくさんあるように思います。素晴らしい日本の自然。「危険だから近づくな」では、何の解決にもな

らないと思うのです。              杉本敏宏 


